各　位

平成28年12月

福井県立大学　地域経済研究所

地域経済部門
　地域経済研究フォーラムの開催のご案内
拝啓　初冬の候、ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

　さて、2016年度 第5回 地域経済研究フォーラムを下記のように開催致します。

参加ご希望の方は、下記に必要事項をご記入の上、ファックス（Fax：0776-61-6017）またはメール（keiken@fpu.ac.jp）にてお申込くださいますようご案内申し上げます。

敬具
記
日　時：平成28年12月22日（木）　15：00～16：30（受付開始14：30）

場　所：福井県立大学　交流センター3階　多目的ホール

参加料：　無　料　　　　　　　　　　　　　
申込先：　地域経済研究所事務局　担当　金松　
ＴＥＬ：　0776-61-6000　内線6104　　　　　ＦＡＸ：　0776-61-6017

Ｅ-mail：　keiken@fpu.ac.jp
-----------------（第5回地域経済研究フォーラム参加申込書）----------------------------

「第5回地域経済研究フォーラム」参加申込書　ＦＡＸ送信先(0776)61-6017

	事業所名
	

	ＴＥＬ
	
	ＦＡＸ
	

	住所
	〒

	役職
	
	氏名
	

	Mailｱﾄﾞﾚｽ
	

	役職
	
	氏名
	

	Mailｱﾄﾞﾚｽ
	


※ご記入頂いた内容は主催者からの各種連絡･情報提供のために利用させて頂くことがあります。

テーマ：「日本経済の歴史的立ち位置」 


講　師：福井県立大学名誉教授　前学長　京都大学名誉教授　下谷　政弘氏


概　  要：  日本は東アジア諸国より１世紀先行して近代化・工業化し、高度成長を遂げて「経済大国」となった。


しかし――、1990年のバブル経済の崩壊後、日本経済は大きく変質しはじめた。


　　　　　　 バブル経済の崩壊は長く続いた一つの時代、「成長の時代」の終焉を意味していた。


「成長の時代」とは1930年代から1990年までのこと、(途中に戦争(敗戦)を含むが)一つのパッケージの中に包摂される。


その期間が「成長の時代」たり得たのは、日本経済を特色づけた諸特長が互いに絡まり合い、システムとして相互補完的であったから。たとえば、重化学工業、雇用慣行、系列取引、株式所有構造、企業集団、分社化など。これらは、「護送船団  経済」あるいは「長期的 関係性long term commitment」として要約できよう。それが崩壊した。


「成長の時代」が終わってしまったという認識、失われた四半世紀、日本はふたたび「成長」を目指せるのか、いや、はたして目指すべきなのか、東アジアの構図の変化、グローバル化の進展、IT革命、格差社会、人口減、(英EU離脱、トランプ)などをキーワードに述べる。











